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（ 283 ）

哲　　　学　第 131 集

哲　学　第 138 集       ̶̶編　集　後　記̶̶

《アートベース社会学》という表記は
知る限り，私たち Keio ABR が初めて用
いるものである．アートベース・リサー
チという，ポストモダニズム，ポストコ
ロニアリズム，ポスト構造主義あるいは
ポストアカデミズムといったある種の運
動の中に登場した，広義のアートを通し
た研究実践のあり方のうち，社会学プロ
パーに収斂させたものをこう名付けた．

ABR はアートに基づいた「調査」で
あると同時に，アートを用いて社会を考
察する「議論」の実践である．ABR は
これまでの社会学的研究に矛盾しないば
かりか，社会学の方法を最大限に生かし
て，人文社会科学全体のあり方を問うて
いく射程を含んでいる．そうした意味で，
ABR に関する「論考」が今号において
集大成したことは，現代の人文社会科学
にとって，社会学にとって，記念碑的な
試みであり，この特集に参加できたこと
を心より嬉しく思います． （後藤一樹）

フェミニズムはその誕生の瞬間から
ABR だった．女たちは男社会で生き抜
いてきた自分たちの経験を，強い情動を
ともなってアカデミズムにぶつけ，学問
の磁場を変革してきた．今度は，私たち
みんながそれをやる番だ． （中村香住）

ABR 作品の制作過程を紹介させてい
ただきました．『レプリカ交響曲』の鑑賞
希望がございましたらご連絡ください．

HVEP の活動は survey-npo.jp/hiroshima
にて紹介されております．あわせてご覧
いただければ幸いです． （土屋大輔）

残念ながらアートミックスの公募には
落選してしまいましたが，市原での私た
ちの取り組みは続いていきます．人間と
アートの関りを真摯に見つめ，創作して
いく姿勢が求められていることに変わり
はありません． （坪井聡志）

ライフストーリーとオートエスノグラ
フィーというテーマが，どのようにアー
トベースの社会学に関連するのかを読者
のみなさまに考えてもらえると幸いで
す． （高山真）
〈他者〉の生に触れるとき，「私」の生

に与えられるあの力は何なのだろう．
ABR はこの謎に応える手がかりを与え
てくれるように思える（澤田唯人）

パンク社会学を僕が提唱したのが
1998 年（『ホモ・アフェクトス』）．20 年
経っても魂は一緒，ファック・オフ，ソ
シオロジー！！！ （岡原正幸）

三田の社会学，という場について最後
に一言．三田の社会学の歴史，それは自
由の歴史だ．この自由の歴史をそれぞれ
の時代にそれぞれの仕方で築いてこられ
た先輩方に僕らは感謝する．

 Keio ABR


